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農事組合法人 ふるさと農園

大規模経営における採算性と有利販売の確保。

法人名 農事組合法人ふるさと農園
代表者 代表理事 中束 多久夫
所在地 〒697-0006 浜田市下府町327-28
電話 0855-22-4357
設立 平成3年6月
組織構成 5名

事業の種類 梨の生産と販売
資本金 100万円
（関連会社） (有)八紘
（業種） 運送･クレーン会社等

経営規模 梨園（棚面積10㏊）
従業員等 9名
年商 3,200万円（当面の目標 7,000万円）
投資額 1億8,000万円（12㏊の土地代を含む）

浜田道（高速）の開通に伴う新分野進出を模索検討していたところ、旭町から県営開発地へ入植し赤

梨栽培に取り組まないかとの話がある。定年前後の従業員対策から農業を選択しに検討をしていた

ため本格参入に決める。

取組方針：栽培技術の習得に非常に苦労し、現在も苦労の連続です。

栽培面積が大きいので目標単収を下げて品質を上げ、選果を厳しくするよう取り組んでいる。

販路開拓の取り組みは常に必要。経営規模の違いから、販売に対しての考え方や方法の調整が難しい。

特徴：大規模梨園経営と光センサーによる線化選別の徹底。技術・作業記録の徹底（高品質・コスト意

識）。


